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団体ヒアリング結果まとめ 

 
１ 団体ヒアリングの概要 
 ⑴ 目的・方法 

障害者施策に関する意向等を把握するため、長期計画施策２５１～２５４に沿っ

て、意見書およびヒアリングにより実施。 
 ⑵ 時期 
   平成 22 年 8 月 30 日～9 月 3 日 
 ⑶ 対象団体 
 

 団  体  名 対  象 
１ 練馬区身体障害者福祉協会 身 
２ 練馬区視覚障害者福祉協会 身 
３ 練馬区聴覚障害者協会 身 
４ 練馬区肢体不自由児者父母の会 身 
５ 練馬障害児者を持つ親の会 身・知 
６ 練馬区重症心身障害児（者）を守る会 身・知 
７ 練馬区立福祉園父母の会連絡会 身・知 
８ 練馬区介護人派遣センター 身・知 
９ 練馬手をつなぐ親の会 知 
10 NPO 法人練馬家族会 精 
11 練馬区精神障害者共同作業所連絡会 精 
12 練馬区精神障害者共同ホーム連絡会 精 
13 ハナミズキの会 発達 
14 IamＯＫの会 発達 
15 練馬パーキンソン病友の会 中途 
16 練馬リウマチ友の会 中途 
17 ねりま高次脳機能障害者・家族と支援者

の会 
中途 

18 練馬区障害者団体連合会 身・知・精 
19 都立石神井特別支援学校 PTA 教育・知 
20 都立大泉特別支援学校 PTA 教育・身 
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２ 主な意見について 
◎ 「施策２５１＝総合相談体制を構築する」に関すること 

意見・要望等 
① 障害者地域生活支援センターが、総合相談窓口として機能するように体制

整備して欲しい。 
② 障害種別に対応した相談支援、障害者地域生活支援センターの整備が必要

である。 
③ サービス等利用計画作成のための体制作りを行なって欲しい。 
④ 24 時間対応で相談のできる窓口を、区内に作って欲しい。 
⑤ 気軽に相談できる体制を作って欲しい。 
⑥ 高次脳機能障害の相談について、窓口を一本化して欲しい。 
⑦ 発達障害に対応できる、相談窓口の職員配置が必要である。 

 
◎「施策２５２＝サービス提供体制を拡充する」に関すること 

意見・要望等 
① 最重度の障害者には 24 時間介護が必要である。 
② 入院時にホームヘルプ等が使えるようにして欲しい。 
③  身体介護や家事援助のサービスの範囲が判り難い。明確に示して欲しい。

④ 要医療的ケア障害者の受入、24 時間対応を含む、ショートステイ事業の充

実が必要である。 
⑤ グループホーム・ケアホームの整備を進めて欲しい。特に重度障害者・高

齢障害者の受入が可能なケアホームの整備が必要である。 
⑥ 高齢障害者が安心して生活できるように、高齢者施設の利用が促進される

など、高齢者施策との連携が必要である。 
⑦ 要医療的ケア障害者・高齢障害者の受入を含む、日中活動の場の整備、通

所日数の確保等が必要である。 
⑧ 作業所等へ、家賃補助などの運営面での支援を継続して欲しい。 
⑨ 障害児の早期発見・早期療育の充実とともに、青年期までの支援や家族支

援を行って欲しい。 
⑩ （仮称）こども発達支援センターを利用しやすい形にして欲しい。 
⑪ 放課後や夏休み中の居場所・支援の充実を図って欲しい。 
⑫ 重度の子どもの学童クラブ受入と、定員枠を拡大して欲しい。 
⑬ 高次脳機能障害者の居場所作りを進めて欲しい。 
⑭ ホームヘルパーや施設職員のスキルアップのため、研修など実施して欲し

い。また、人材確保に取り組んで欲しい。 
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◎「施策２５３＝障害者の就労を促進する」に関すること 
意見・要望等 

① ジョブコーチの育成と派遣体制の整備、定着支援の強化を図って欲しい。

② 定着支援や離職者支援のためには、就労支援機関と障害者地域生活支援セ

ンター等が連携して欲しい。 
③ 区その他官公庁の障害者雇用や職場体験の機会を拡充して欲しい。 
④ 工賃増額のため、自主生産品の販路拡大、官公需の拡大、共同受注システ

ムの構築等を図って欲しい。 
⑤ 通勤困難な人のために、在宅就労の拡充を検討して欲しい。 

 
◎「施策２５４＝障害者の社会参加を支援する」に関すること 

意見・要望等 
① 障害児・者は、一般の医療機関受診の負担が大きい。歯科はつつじ歯科が

あるが、その他の診療科目については、既存の医療機関の中に障害児・者専

用のものを設置して欲しい。 
② 急性期や怠薬など、地域で暮らす精神障害者やその家族の支援を行って欲

しい。 
③ 入所・入院者の地域移行、高齢障害者や親亡き後の暮らしを支援するため、

住まいの場や相談支援の充実を図って欲しい。 
④ 社会参加の促進のため、移動支援やコミュニケーション支援の拡充を図っ

て欲しい。 
⑤ 地域や障害者相互の理解の促進のため、啓発活動や研修会を行なって欲し

い。 
⑥ 災害時の安全な避難や避難所の整備について、災害弱者である障害者が安

心できるような対策を講じて欲しい。 
⑦ 成年後見制度の充実を図って欲しい。 
⑧ 「合理的配慮」の理念をもって施策を進めて欲しい。 

 


